
  
 

県西教育事務所だより  

 
「学校に元気を 先生方に自信と勇気とやる気を 子どもたちに夢と生きる力を」令和４年５月24日発行(第２号) 

            

「可視化・焦点化・言語化」をキーワードに授業改善を 
 

 

 

４月19日（火）に実施された「全国学力・学習状況調査」では、多くの学校で自校採点や校内研修を行い、授
業改善の具体的な内容等について全教職員で共通理解を図っていることと思います。ぜひ、その内容を今年度
の「学校改善プラン」に反映させる等、有機的な学力向上の推進をお願いいたします。 
授業改善の視点として、これまでの授業力ブラッシュアップ研修の重点校や、学びのイノベーション推進プロ
ジェクトのモデル校等における取組から「可視化・焦点化・言語化」という共通したキーワードが見えてきます。 
県西教育事務所では、今年度の授業改善のキーワードを「可視化・焦点化・言語化」とし、４月26日（火）に実
施した管内指導主事・社会教育主事等研究協議会において、各市町教育委員会と共通理解を図りました。 
各校における授業改善の取組の中に、「可視化・焦点化・言語化」の視点を取り入れていただきますようお願
いいたします。併せて、「学校改善プラン」や「学力向上ロードマップ」を効果的に活用し、自校の課題改善が図
られますようお願いいたします。 

 
 
課題解決に向けて、「学力向上ロードマップ」の作成及び活用を 

                                                                              

こちらの「自校化の例」のデータ（Excelファイル）を同送しましたので、ご活用ください。 
  

「令和４年度教科書展示会」のご案内 
 
◆ 第10教科書センター（筑西合同庁舎 ３階 第２会議室） 

      ６月10日（金）～ ６月29日(水) （土日を除く）   午前９時から午後５時まで 
◆ 第11教科書センター（坂東市役所 ２階 教科書センター） 

６月10日（金）～ 6月23日(木） （土日も開催）  午前９時から午後５時まで  
小・中・高・特別支援の検定教科書を一般公開しています。調査研究等にご活用ください。 

 

「可視化・焦点化・言語化」をキーワードに授業改善を

□ 自校の目標を達成させる
ために「いつまでに、どの
程度達成させるのか」が
可視化されていますか。 

□ ＲＰＤＣＡサイクルが
確立されていますか。 

□ 学校改善プランに基づき計画されていますか。 
   ＊「いつ・誰が・どのように行うのか」等の具体

的な内容が立案されていますか。 

□ 全教職員で共通理解 
され、共通実践可能な 
内容になっていますか。 

【学校教育課】 

□ 「学力向上ロードマップ」の内容が、他の 
計画等とリンクされていますか。 
・ グランドデザイン  ・ 学校改善プラン 
・ 校内研修計画     ・ 学年経営計画 
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□ 具体的で焦点化された
目標や児童生徒像が設
定されていますか。 



  
 
令和4年度 コンプライアンス確保に向けた校長研修会 

 
令和４年４月１４日（木）に、県西生涯学習センターに於いて、令和4年度コンプライアンス確保に向 
けた校長研修会を開催いたしました。県教育庁学校教育部教育改革課から、安藤昌俊副参事、石塚武志 
管理主事、大月健人係長をお招きし、「不祥事ゼロの学校改革 ～わいせつ事案から～」をテーマに、グ 
ループに分かれて事例研修を行いました。校長先生方が一堂に会し、熱心に議論する姿からは県西地 
区の教育熱の高さを強く感じました。  
グループ協議で出た意見や対応策 
１ 原因について 
【本人】 ・性癖や性的嗜好       ・人権意識の低さ  

・教職員からの孤立 等 
【学校】 ・観察や情報収集の不足  ・管理職と教職員の人間関係  

・管理職の危機管理意識の低さ 等 
２ 未然防止の対策 
・日ごろの観察と校内巡視             ・繰り返しの研修 
・日ごろからの教職員間の人間関係づくり ・環境の整備 
・出退勤時間の把握                   ・違和感に即対応 等 

３ 未然防止策や対応策を校長としてどのように実践するか 
・管理職としての危機意識を高める 
・校内環境の整備     ・児童生徒への指導の仕方の徹底 
・事例に基づいた具体的な研修の実施と学校のルール作り 
・教職員との積極的なコミュニケーション 
・教育委員会との連携 
・教頭、教務主任への指導（危機管理意識の高揚） 
・被害にあわないための児童生徒への指導 等 

  

令和４年度 第１回教職員の働き方改革アクション会議 
 
令和４年４月22日（金）に、筑西合同庁舎大会議室に於いて、  
第１回教職員の働き方改革アクション会議を開催いたしました。                      
県教育庁学校教育部教育改革課 河原井信幸管理主事 から、 
「本県における働き方改革の取組」や「働き方改革の方向性」等に 
ついてお話をいただきました。                                       
前半の代表市町からの事例紹介では、それぞれ特色ある取組が 
紹介されました。（市町教育委員会や学校のホームページ参照） 
下妻市：各教科の目標及び内容、評価規準、 

年間指導計画のデータベースとその活用について 
筑西市：上野小学校の業務改善（デジタルフォーメーション、業務フロー見直し）における取組 
結城市：市教育委員会の取組（２学期制、給食費の公会計化等）と学校の取組（教育課程の工夫等） 
坂東市：部活動改革（複数顧問制、教職員の意識改革、地域部活動移行に向けて）への取組 
後半の各市町の情報交換では、小学校部会、中学校部会、市町教育委員会部会に分かれて、働き方 
改革を進めていく中での有効な取組や新たな課題について協議、情報交換を行いました。各市町にお 
いて、働き方改革を推進していく中で、教職員が働きがいをもって教育活動を行うにはどのような取組や 
支援が必要なのかという視点に立ち、「子どもたちのために」「先生方のために」という強い気持ちが伝 
わってきました。 
各部会では、次のようなテーマで協議を行いました。 
【小学校部会】 
・教頭、教務主任の負担軽減について 
・小学校専科教員の活用について 
・月８０時間超過勤務者への対応について 
【中学校部会】  
・部活動について（土日の活動、複数顧問制、市町大会削減） 
・月８０時間超過勤務者への対応について 
【市町教育委員会部会】 
・各市町の取組について    ・チェックリストからの成果と課題について 
・標準的な職務の学校管理規則への位置付けについて 

県西教育事務所は、持続可能な学校運営体制を構築するため、学校訪問や働き方改革アクション会 
議等において、「どのように改善したら良いか」「どうしたらできるか」、さまざまなアイディアを出し合っ 
たり、効果的な取組を紹介したりするなどして、「月45時間、年間３６０時間を超える超過勤務の解消」 
を図るなど、教職員の働き方改革を推進してまいります。 
 

【人事課】 


